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2

突
然
、大
規
模
な
災
害
が
起
こ
っ
た
ら

災
害
は
、
い
つ
も
突
然
襲
っ
て
き
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
、
市
や
消
防
署
な
ど
の
防

災
機
関
は
全
力
で
災
害
対
策
を
行
い
ま
す

が
、
現
実
に
は
、
同
時
多
発
す
る
火
災
、
電

話
の
不
通
、
交
通
の
阻
害
な
ど
の
理
由
で
、

活
動
能
力
が
一
時
的
に
低
下
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
合
、地
域
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
活
動
が
唯
一の
力
と
な
り
ま
す
。被
害
の
拡

大
を
防
ぎ
、命
を
守
る
た
め
に
お
互
い
が
協
力

し
合
い
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

防
災
活
動
は
、
個
々
に
取
り
組
む
よ
り

も
、
組
織
と
し
て
活
動
し
た
方
が
被
害
を
食

い
止
め
る
力
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
の
組
織
が
「
自
主
防
災
組
織
」

で
す
。

高
ま
る
組
織
率

総
務
省
消
防
庁
の
調
べ
に
よ
る
と
、
平
成

20
年
４
月
現
在
、
全
国
の
自
主
防
災
組
織
率

（
総
世
帯
数
に
対
す
る
自
主
防
災
組
織
の
あ

る
地
域
の
世
帯
数
の
割
合
）
は
、
71
・
７
％

で
、
新
潟
県
で
は
53
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
佐
渡
市
で
も
お
お
む
ね
71
・
９
％
（
平

成
21
年
11
月
14
日
現
在
）
の
組
織
率
で
、
２

５
５
団
体
あ
り
ま
す
。

組
織
率
は
年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
市
で
は

さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

設
立
や
活
動
を
支
援

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
や
活
動

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

・
組
織
設
立
に
関
す
る
ご
相
談

・ 

自
主
防
災
組
織
の
活
動
補
助
（
た
と
え
ば

防
災
訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練
、
学
習
会
な

ど
の
活
動
補
助
）

・ 

防
災
対
策
に
必
要
な
物
資
の
購
入
補
助（
ハ

ン
ド
マ
イ
ク
、携
帯
用
ラ
ジ
オ
、消
火
用
バ
ケ

ツ
、ヘル
メッ
ト
、ス
コッ
プ
な
ど
）

詳
し
く
は
、
市
役
所
防
災
管
財
課
（
☎
63

―
５
１
３
５
）
へ
、
お
気
軽
に
ご
相
談
・
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
頃
か
ら
防
災
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

自
主
防
災
組
織
は
、
災
害
発
生
時
に
は
組

織
に
よ
る
活
動
を
行
い
ま
す
が
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
し
っ
か
り
と
対
応
で
き
る
よ
う
、

普
段
か
ら
様
々
な
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

① 

防
災
に
関
す
る
学
習
会
や
講
演
会
の
開
催

②
地
域
内
で
の
情
報
伝
達
体
制
を
確
認

③
危
険
な
場
所
の
把
握

④
防
災
用
品
の
整
備
や
点
検

⑤
防
災
訓
練
の
実
施
や
参
加

家
庭
に
お
い
て
も
、家
族
間
の
連
絡
方
法
や

集
合
場
所
の
確
認
、非
常
持
ち
出
し
品
の
準

備
、家
具
の
転
倒・落
下
の
防
止
対
策
な
ど
、で

き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

地域の
そのときに備える。

力
自主防災組織のススメ

ちから

真野地区・椿尾の自主防災訓練

「佐渡市自主防災リーダー研修会」が 
　　　　　　　　　　　行われました

11月14日　金井コミュニティセンター
　中越大震災を体験した小千谷市の風間久司さん
（ＮＰＯ法人防災サポートおぢや）を講師に、災害
時の地域での助け合いに
ついて、研修会が行われ
ました。市内の97団体か
ら約170名が参加し、地
域での防災活動の重要性
などを再確認しました。

佐渡市の自主防災組織率

各年度末の組織率。Ｈ21は11月14日現在の数字。

炊き出し訓練

防災用品
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防災品展示
コーナー

防災診断・
消防図鑑

119 番
通報体験

消火体験

防災
シアター

コミュニティ
ルーム

地震
体験

煙
避
難
体
験

防災センター入口
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１
１
９
番
通
報
、消
火
器
の
使
用 

　

い
ざ
と
い
う
と
き
大
丈
夫
で
す
か
？

新
消
防
庁
舎
の
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、防
災

用
品
の
展
示
や
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
、災
害
時
の
備
え
に
つい
て
わ
か
り
や
す
く
ご

案
内
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節
、暖
房
器
具
な
ど
火

を
使
う
機
会
も
増
え
て
き
ま
す
。火
の
取
扱
い

に
は
充
分
注
意
し
、も
し
も
の
火
災
に
備
え
、

防
災
セ
ン
タ
ー
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

場
所　

佐
渡
市
消
防
本
部
庁
舎
内
（
八
幡
）

入
館
料 　

無
料 

開
館
時
間 　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

休 

館
日 　

毎
週
月
・
木
曜
日
お
よ
び
年
末

年
始
（
月
・
木
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開

館
） 

事 

前
申
込 　

５
名
以
下
の
場
合
は
不
要
。

６
名
以
上
の
場
合
は
事
前
申
込
が
必
要
。 

お 

申
し
込
み　

佐
渡
市
消
防
本
部
予
防
課　

☎ 

51
―
０
１
２
３

知ることは、備えること。

防災センターへ行こう

防災センターでは、いろいろな体験を通し
て、災害を知ることができ、どのように行動
したらよいかを学習することができます。
多くの方に体験していただき、火災や地
震などの災害に対して一人ひとりの「防
災力」を高めていただきたいと思います。
お一人でも入館できます。楽しく学べます
ので、ぜひおいでください！

佐渡市防災センターご案内
普段は体験・展示コーナーや災害用品の備蓄庫として、災害時には被災者
の一時避難所やボランティア活動の拠点としての役割を担っています。

防災品展示コーナー　備えておき
たい防災用品を紹介。
防災診断・消防図鑑　あなたの
知識はどれくらい？パソコンのモニ
ターをタッチしながらお楽しみいた
だけます。

コミュニティルーム　救急講習や
防災学習など、様々な講習・イベン
トなどに使用。

地震体験　
関東大震災
や中越地震
の揺れを体
験。

119番通報体験　あせらず
正確に通報できますか？

消火体験　消火器操作が体
験できます。正しく使えますか？

煙避難体験　煙が充満する通
路を、誘導灯を目印に避難。

防災シアター　佐渡で起きた過去
の災害を、写真映像で紹介。

ようこそ
防災センターへ！
私たちがご案内します



佐
渡
市
人
事
行
政
運
営
等
の
状
況

　

市
で
は
、「
佐
渡
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
、人
事
や
給
与
等
の
公
平
性
と
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、年
１
回
公
表
し
ま
す
。

1　職員の任免および職員数に関する状況

2　職員給与の状況

⑴ 職種別採用者数
平成20年4月2日～
　　　平成21年4月1日

職種等 人数
医 師 1
一 般 行 政 1
看 護 師 3
臨床検査技師 1
診療放射線技師 1
介 護 員 9

計 16

⑴ 職員の平均年齢、平均給料月額および平均給
与月額の状況 （21年4月1日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 41.7歳 292,300円 324,837円
技能労務職 45.1歳 246,100円 266,389円

⑵ 職員の初任給の状況 （21年4月1日現在）
区　分 初任給

一般行政職 大　学　卒 167,034円（172,200円）
高　校　卒 135,897円（140,100円）

技能労務職 高　校　卒 133,084円（137,200円）
中　学　卒 121,638円（125,400円）

泫１． 初任給は学校卒業後すぐに採用された場合の月額です。
　２． 平成20年4月1日から平成22年3月31日までの間において給料

の3％を減額しています。（　）内は給料減額前の額です。

⑶ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
  （21年4月1日現在）

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年
一般
行政職

大学卒 224,361円 276,547円 309,818円
高校卒 201,954円 237,941円 275,161円

技能
労務職

高校卒 183,815円 231,903円 255,255円
中学卒 179,014円 183,379円 231,442円

泫 経験年数とは、採用前に民間企業勤務経験などがある場合には
その期間を換算し、採用後の年数に加算した年数をいいます。

⑷　期末手当・勤勉手当（全会計）

１人当たり平均支給額（20年度決算）1,409千円

（20年度支給割合）

期末手当
3.0月分
（1.6）月分

勤勉手当
1.5月分

（0.75）月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置

　・役職加算5～15％
泫 （ ）内は、再任用職員に係る支給割合です。再任用職員と
は、定年退職等により退職した後、改めて採用された職員をい
います。

⑸ 退職手当 （21年4月1日現在）

（支給率） 自己都合 　勧奨・定年

勤続２０年 23.5月分 30.55月分
勤続２５年 33.5月分 41.34月分
勤続３５年 47.5月分 59.28月分
最高限度月数 59.28月分 59.28月分
その他の加算措置　 定年前早期退職者

2～20％加算

⑵ 平成20年度
事由別退職者数

平成20年4月１日～
　　平成21年3月31日
退職事由 人数
自己都合 8
定年退職 25
勧奨退職 38
そ の 他 2
計 73

⑶ 部門別職員数 （各年4月1日）

区分 職員数 対前年
増減数Ｈ20年度 Ｈ21年度

一
般
行
政
部
門

議 会 6 6
総 務 207 226 19
税 務 51 53 2
民 生 287 263 △24
衛 生 90 83 △7
農 水 89 73 △16
商 工 31 29 △2
土 木 77 65 △12
小 計 838 798 △40

特
別
行

政
部
門

教 育 169 163 △6
消 防 188 181 △7
小 計 357 344 △13

公
営
企
業
等

会
計
部
門

病 院 179 132 △47
水 道 42 37 △5
下水道 26 25 △1
その他 68 117 49
小 計 315 311 △4
合計 1,510 1,453 △57

泫 職員数は、正規職員と教育長を含み、特別職・臨時・非
常勤職員を含みません。

⑷ 定員管理の数値目標および進捗状況
平成17年度策定の定員適正化計画では、平成17年4月
１日現在の職員数1,705人を、平成22年4月1日までに
1,525人（180人減）にすることを目標としています。平
成21年4月1日現在の職員数は1,453人（252人減）で数
値目標に対する進捗率は140.0％となっています。

区分
部門

Ｈ17年 Ｈ18年 Ｈ19年 Ｈ20年 Ｈ21年 計 （参考）
計画始期 １年目 ２年目 3年目 4年目 数値目標

一般行政 職員数 960 922 883 838 798 － 835
増減 △38 △39 △45 △40 △162（129.6%） △125

教育 職員数 202 196 183 169 163 － 170
増減 △6 △13 △14 △6 △39（121.9%） △32

消防 職員数 203 199 198 188 181 － 195
増減 △4 △1 △10 △7 △22（275.0%） △8

公営企業
等会計

職員数 340 328 326 315 311 － 325
増減 △12 △2 △11 △4 △29（193.3%） △15

計 職員数 1,705 1,645 1,590 1,510 1,453 － 1,525
増減 △60 △55 △80 △57 △252（140.0%） △180

市
役
所
総
務
課
（
人
事
係
）

☎
63
│
3
1
1
1

（各年4月1日現在）

4



3　職員の勤務時間その他の勤務条件
⑴勤務時間

区分 勤務時間等

勤務を要する日
毎週月曜日から金曜日までの週
５日間（国民の祝日および12月
29日～1月3日までを除く）

１日当たりの勤務時間 7時間45分
１週当たりの勤務時間 38時間45分
泫　一般職の標準的な勤務時間です。

⑵休暇制度
ア　有給休暇の取得状況 （20年度）

種類 日数等 使用実績
年次休暇 1年につき20日間付与 平均使用日数10.7日

療養休暇

負傷または疾病による療養の
ための必要最小限の期間（90
日を超える場合、給料を半減す
る規定あり）

取得件数46件

特　

別　

休　

暇

産 前 休 暇 出産予定日までの6週間（多
胎妊娠は14週間） 取得件数23件

妊産婦の健康診断 法定健診時の場合、必要期間 取得件数12件
産 後 休 暇 出産日の翌日から8週間 取得件数25件

育児時間休暇 生後1年に達しない子を養育す
る場合、1日（60分以内）に2回 取得件数 5件

結 婚 休 暇 婚姻する職員に対し、最大5日間 取得件数10件
配偶者出産休暇 配偶者の出産に際し、最大2日間 取得件数 8件

男性職員の育児参加 職員の妻の産前産後期間中に、
子の養育のため最大5日間 取得件数 4件

子の看護休暇 就学前の子の看護を行う場合、
最大7日間 取得件数27件

親族死亡休暇 親族が死亡した場合、続柄およ
び生計関係に応じ、1日～10日間 取得件数94件

父母追悼休暇 父母の法要に際し、1日 取得件数 3件
夏 季 休 暇 6月～9月までの間において5日間 平均使用日数4.8日
妊娠体調不良休暇 妊娠期間中、最大14日間 取得件数 2件

イ　無給休暇の取得状況 （20年度）
種類 日数等 使用実績

介護休暇 負傷、疾病または老齢により親族を介護
しなければならない場合、最大6月 取得件数　0件

⑶育児休業等の取得状況（平成20年度中に新たに育児休業を取得した職員）
区分 男 女 計
育児休業 0人 25人 25人
部分休業 0人 1人 1人

4 職員の分限および懲戒処分の状況（20年度）
⑴分限処分の件数および処分事由

処分名 事由 人数
休職 心身の故障 9人

⑵懲戒処分
処分名 事由 人数
減給 交通違反・事故 2人
戒告 不適切な職務管理 1人

5 職員の服務の状況
　職員の服務上の基準として、法令等および職務上の
命令に従う義務、信用失墜行為の禁止、秘密を守る義
務、職務に専念する義務、政治行為の制限、争議行為
などの禁止、営利企業などの従事制限があります。

6 職員の研修および勤務成績の評定状況（20年度）
⑴職員研修の実施状況

研修区分 受講者数
階 層 別 研 修 83人
専 門 研 修 31人
先 進 地 視 察 等 研 修 5人
派 遣 研 修 8人
窓 口 応 対 研 修 71人
人 事 考 課 者 研 修 224人
メンタルヘルスセミナー 117人

⑵勤務成績の評定の状況
　職員の能力や適正に応じた適材適所の配置などへの
活用を図ることを目的として、平成19年度から人事考課
（勤務評定）制度の試行を開始しました。

⑹ 特殊勤務手当（全会計） （21年4月1日現在）

支給実績（20年度決算） 103,543千円
支給職員１人当たり平均支給年額（20年度決算） 536,492 円
職員全体に占める手当支給職員の割合（20年度） 12.8％
手当の種類（手当数） 17
支給された主な手当の名称　危険手当、夜間介護手当、
夜間看護手当、税徴収手当、衛生処理手当、早出・中出
手当、早出・遅出手当、診療手当、特殊診療手当、役職手
当、待機手当、応援診療手当

⑺ 時間外勤務手当（全会計）
支給実績（20年度決算） 123,039千円
職員１人当たり平均支給年額（20年度決算） 81千円
支給実績（19年度決算） 157,479千円
職員１人当たり平均支給年額（19年度決算） 99千円
⑻その他の主な手当（全会計） （21年4月1日現在）

内容および支給単価 支給実績
（20年度決算）

扶
養
手
当

配偶者　13,000円
配偶者以外1人につき　6,500円
満15歳に達する日後の最初の4月1日から満22歳に達
する日以後の最初の3月31日までの間にある子1人に
つき5,000円加算

164,308 
千円

住
居
手
当

借家、借間：月額12,000円を超える家賃を支払っている
職員に対し、家賃の額に応じ最高27,000円まで支給
自宅：新築・購入後の5年間に限り2,500円

48,882 
千円

通
勤
手
当

通勤距離が片道2km以上の者に支給
交通機関利用者（バス等）：負担している運賃の額に
応じて最高55,000円
交通用具等使用者（自動車等）：片道の使用距離に応
じて2,000円～24,500円

94,516 
千円

7 職員の福祉および利益の保護に関する状況（20年度）
⑴福利厚生制度に関する状況
　人間ドック受診者815人　事業主健診受診者1,224人
⑵公務災害の状況
　公務災害　12件　　　通勤災害　4件

8 新潟県市町村総合事務組合公平委員会の業務の状況
⑴勤務条件に関する措置の状況　
20年度措置要求　なし

⑵不利益処分に関する不服申立ての状況　
20年度不服申立て　なし
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11
月
17
日
、ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

で
平
成
21
年
度
の
納
税
表
彰
式
が
行

わ
れ
、申
告
納
税
制
度
の
普
及
・
発
展

や
租
税
教
育
の
推
進
な
ど
に
尽
力
さ

れ
た
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

│ 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

│

★
佐
渡
税
務
署
長
表
彰

北　

裕
吉
さ
ん
／
小
田　

壽
さ
ん

★ 

租
税
教
育
推
進
校
佐
渡
税
務
署
長

感
謝
状

市
立
東
中
学
校

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文

　

市
内
の
13
校
１
７
５
編
の
応
募
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
入
選
者
で
す
。

★ 

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

計
良
聡
美
さ
ん（
松
ヶ
崎
中
３
年
）

★
佐
渡
税
務
署
長
賞

竹
谷　

魁
さ
ん（
畑
野
中
３
年
）

三
條
莉
万
さ
ん（
佐
和
田
中
３
年
）

★
佐
渡
市
長
賞

渡
辺
星
花
さ
ん（
松
ヶ
崎
中
３
年
）

三
田
村
真
美
さ
ん（
小
木
中
３
年
）

高
野　

理
さ
ん（
南
中
３
年
）

★
佐
渡
市
教
育
長
賞

大
澤
香
南
子
さ
ん（
畑
野
中
３
年
）

岡
本
志
穂
さ
ん（
相
川
中
３
年
）

大
葉
紗
耶
さ
ん（
新
穂
中
３
年
）

山
本
雅
美
さ
ん（
南
中
３
年
）

★ 

全
佐
渡
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長

特
別
賞

近
藤
由
花
理
さ
ん（
畑
野
中
３
年
）

★
全
佐
渡
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

本
間
雪
見
さ
ん（
内
海
府
中
３
年
）

近
藤　

慧
さ
ん（
高
千
中
２
年
）

菊
地
結
衣
さ
ん（
真
野
中
３
年
）

石
川
展
葉
さ
ん（
東
中
３
年
）

★ 

作
文
募
集
協
力
校
全
国
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
長
感
謝
状

市
立
松
ヶ
崎
中
学
校

6

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

身
近
な
税
金

市
立
松
ヶ
崎
中
学
校
３
年　

計
良
聡
美

　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
こ
こ
に
捨
て
て
ね
。
ペッ
ト
ボ

ト
ル
は
こ
こ
だ
よ
。」
母
の
こ
の
一
言
で
始
ま
っ
た

我
が
家
の
ゴ
ミ
の
分
別
作
業
で
し
た
。

　

今
ま
で
佐
渡
市
で
は
、い
や
、我
が
家
で
は
、プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
は
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
い
ま
し

た
。プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
別
に
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
へ
出

す
、そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
燃
え
る
ゴ
ミ
の
量
が
４
割

程
度
減
る
の
で
は・・
と
聞
か
さ
れ
た
時
、中
学
生

に
な
っ
て
税
金
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
私

は
、ゴ
ミ
の
焼
却
に
か
か
る
費
用
は
税
金
で
ま
か

な
わ
れ
て
い
る
、と
い
う
こ
と
は
、税
金
が
無
駄
な

く
使
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
考
え
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
食
べ
て
い
る
食
品
の
大
部
分
の
包
装

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
さ
れ
て
い
て
、今
ま
で
た
く
さ

ん
の
プ
ラ
の
マ
ー
ク
を
目
に
し
て
い
た
の
で
、何
の

抵
抗
も
な
く
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
作
業

で
し
た
が
、汚
れ
て
い
る
も
の
は
洗
っ
た
り
、細
か
い

も
の
は
ネ
ッ
ト
か
ら
落
ち
る
の
で
袋
に
ま
と
め
る

等
、結
構
面
倒
く
さ
い
な
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

で
も
、経
費
削
減
を
考
え
れ
ば
、誰
も
が
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
作
業
で
す
。今
は
ま
だ

新
し
い
ゴ
ミ
の
分
別
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、

経
費
が
ど
の
程
度
削
減
さ
れ
た
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、何
年
か
後
に
、一
人
ひ
と
り
の
ち
ょっ
と
し
た

作
業
が
佐
渡
市
に
と
っ
て
、そ
し
て
住
民
の
人
た

ち
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
「
え
ー
、
そ
ん
な
に
経
費
が
減
っ
た
ん
だ
！
」

と
驚
く
日
が
来
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、税
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
時
、私
た
ち

の
身
近
に
は「
納
税
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
陰

で
・・
」と
思
う
も
の
が
、た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。道
路
の
整
備
、学
校
の
維
持
、管

理
、消
防
署
や
駐
在
所
、子
ど
も
の
頃
の
健
診
の

費
用
、そ
し
て
お
年
寄
に
は
介
護
福
祉
面
で
の
援

助
。す
ご
く
広
い
範
囲
で
、み
ん
な
の
手
助
け
を
し

て
く
れ
て
い
る
税
金
。私
の
両
親
も
固
定
資
産
税

や
県
・
市
民
税
、自
動
車
税
、所
得
税
な
ど
納
め
て

い
る
こ
と
を
知
り
、納
税
は
社
会
で
生
き
て
い
く

為
の
責
任
な
ん
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
今
佐
渡
で
は
、地
震
や
台

風
、大
雨
に
よ
る
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、同
じ
日

本
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
中
に
は
、辛
い
思
い
を

し
た
人
が
た
く
さ
ん
い
る
は
ず
で
す
。一
瞬
に
し
て

家
を
失
い
、最
悪
の
場
合
、家
族
を
失
っ
た
人
た
ち

も
い
る
は
ず
で
す
。情
報
は
テ
レ
ビ
で
し
か
私
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、自
分
も
、も
し
そ
う
な
っ
た
ら
と

考
え
る
と
不
安
に
な
り
ま
す
。今
で
も
行
方
不
明

者
の
捜
索
が
続
い
て
い
る
は
ず
で
す
。で
も
、そ
ん

な
時
に
は
消
防
や
自
衛
隊
の
方
々
が
助
け
て
く
れ

て
い
る
。そ
の
費
用
も
税
金
の一
部
な
ん
だ
な
と
考

え
る
と
、社
会
に
、そ
し
て
、納
税
し
て
く
れ
て
い

る
大
人
の
方
々
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

明
る
い
社
会
を
築
く
為
の
税
金
。私
も
何
年
後

か
に
は
納
税
者
に
な
り
ま
す
。そ
の
時
に
は
、し
っ

か
り
と
責
任
を
果
た
せ
る
大
人
に
な
ら
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
、社
会
に
感
謝
し
て
、一
生
懸
命
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

税について考えよう

佐渡税務署総務課☎74-3276
市役所税務課 ☎63-5110

平
成
21
年
度

納
税
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
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佐
渡
市
監
査
委
員
は
、
平
成
21
年
７
月
６

日
か
ら
７
月
17
日
に
か
け
て
、
平
成
20
年
度

一
般
会
計
な
ら
び
に
14
特
別
会
計
の
歳
入
歳

出
決
算
お
よ
び
各
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い

て
審
査
を
実
施
し
、
市
長
に
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
そ
の
審
査
結
果
の
概
要
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

佐
渡
市
監
査
委
員

清
水

一
次

佐
渡
市
監
査
委
員

金
子

克
己

審
査
の
結
果

各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
お
よ
び
付
属
資

料
な
ら
び
に
基
金
の
運
用
状
況
を
示
す
書
類

等
は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、

計
数
お
よ
び
予
算
の
執
行
は
お
お
む
ね
適
正

に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
認
め
た
。
な
お
、
審

査
の
概
要
お
よ
び
意
見
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

⑴
一
般
会
計

歳
入
総
額
４
５
０
億
４
８
０
万
５
千
円
、

歳
出
総
額
４
３
５
億
４
８
０
３
万
円
で
、
形

式
収
支
お
よ
び
実
質
収
支
と
も
黒
字
決
算
で

あ
り
、
前
年
度
の
実
質
収
支
を
差
引
い
た
単

年
度
収
支
と
積
立
金
等
を
加
味
し
た
実
質
単

年
度
収
支
に
お
い
て
も
黒
字
決
算
と
な
っ
て

い
る
。

歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
は
58
億
２
４
６

６
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
１
億
３
８
１
３
万

円
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
徴
収
率
は
88
・

９
％
で
前
年
度
よ
り
1.2
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、

収
入
未
済
額
は
５
億
８
７
４
５
万
３
千
円
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
不
納
欠
損
額
は
１
億

３
７
７
１
万
４
千
円
で
調
定
額
に
対
し
2.1
％

で
あ
る
。
前
年
度
と
比
較
す
る
と
収
入
未
済

額
は
8.0
％
、
５
０
８
６
万
円
の
減
で
あ
る

が
、
不
納
欠
損
額
は
６
４
１
・
０
％
、
１
億

１
９
１
２
万
９
千
円
の
増
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
市
税
以
外
の
市
が
自
ら
徴
収
を
要
す

る
自
主
財
源
の
収
入
未
済
額
は
６
０
０
５
万

８
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
16
・
６
％
、
８
５

３
万
３
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
、
保
育
料
は
１
３
６
４
万
４
千
円
で
前
年

度
よ
り
１
７
３
万
７
千
円
増
加
、
住
宅
使
用

料
は
３
３
４
５
万
４
千
円
で
３
５
９
万
３
千

円
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
年
度
は
使
用

料
な
ど
で
少
額
の
も
の
が
請
求
事
務
の
遅
れ

な
ど
に
よ
り
出
納
整
理
期
間
内
に
徴
収
で
き

ず
に
過
年
度
未
収
金
と
な
っ
た
も
の
が
あ
っ

た
。
細
心
の
注
意
を
も
っ
て
収
納
管
理
に
あ

た
ら
れ
た
い
。

⑵
特
別
会
計

14
特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は
２
３
３
億
４

３
３
５
万
３
千
円
、
歳
出
総
額
２
２
５
億
９

５
８
４
万
６
千
円
で
形
式
収
支
お
よ
び
実

質
収
支
は
黒
字
決
算
で
あ
り
、
単
年
度
収
支

と
実
質
単
年
度
収
支
に
お
い
て
も
黒
字
決
算

と
な
っ
て
い
る
。
自
主
財
源
の
収
入
未
済
額

は
、
国
民
健
康
保
険
税
２
億
７
６
１
３
万
７

千
円
、
介
護
保
険
料
１
２
８
７
万
５
千
円
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
３
５
２
万
９
千

円
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
の
使
用
料
お
よ
び

手
数
料
で
２
５
４
万
７
千
円
、
下
水
道
特
別

会
計
の
分
担
金
お
よ
び
負
担
金
、
使
用
料
お

よ
び
手
数
料
を
合
わ
せ
た
も
の
が
８
２
６
８

万
９
千
円
で
、
総
額
３
億
７
７
８
３
万
１
千

円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
よ
り
５
０
０
３

万
６
千
円
増
加
し
、
収
納
率
は
90
・
８
％
で

0.8
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
。
不
納
欠
損
額

は
、
国
民
健
康
保
険
税
６
０
３
万
９
千
円
、

介
護
保
険
料
55
万
４
千
円
、
簡
易
水
道
特
別

会
計
で
３
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

⑶
む
す
び

平
成
20
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計

の
歳
入
総
額
は
６
８
３
億
４
８
１
５
万
８
千

円
、
歳
出
総
額
は
６
６
１
億
４
３
８
７
万
６

千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
歳
入
は
90

億
９
８
９
９
万
５
千
円
の
減
、
歳
出
は
95
億

１
８
５
６
万
３
千
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

自
主
財
源
の
収
入
未
済
額
は
10
億
２
５
３
４

万
２
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
７
７

０
万
９
千
円
増
加
し
、
収
納
率
は
91
・
３
％

で
0.8
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
、
不

納
欠
損
額
は
１
億
４
７
６
５
万
３
千
円
と

な
っ
て
い
る
。

不
納
欠
損
処
理
は
負
担
の
公
平
性
を
確
保

す
る
意
味
か
ら
慎
重
な
取
扱
が
求
め
ら
れ
る

が
、
事
実
上
徴
収
不
可
能
な
債
権
を
い
つ
ま

で
も
管
理
し
続
け
る
こ
と
も
現
実
的
で
は
な

い
。
厳
正
な
負
担
能
力
の
調
査
や
時
効
を
確

認
の
う
え
、
適
正
な
不
納
欠
損
処
理
も
必
要

と
考
え
る
。
そ
の
意
味
か
ら
、
債
権
管
理
条

例
を
制
定
し
、
債
権
放
棄
等
の
基
準
を
明
確

化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
徴
収

率
が
向
上
し
な
い
理
由
の
ひ
と
つ
に
、
口
座

振
替
の
利
用
率
が
45
・
７
％
と
低
い
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
よ
り
一
層
の
普
及
推
進
に
努

力
さ
れ
た
い
。
な
お
、
滞
納
対
策
で
あ
る

が
、
平
成
18
年
度
に
徴
収
体
制
が
本
庁
に
集

約
さ
れ
、
支
所
に
お
け
る
徴
収
機
能
が
大
幅

に
縮
小
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
、
収
納
率
は
大

き
く
低
下
し
、
滞
納
金
額
は
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
。
債
権
収
納
対
策
課
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
で
も
あ
る
が
、
一
次
的
に
は
各
課
に
お

い
て
現
年
分
の
徴
収
に
努
め
、
滞
納
繰
越
を

増
や
さ
な
い
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
担
当

係
の
枠
を
超
え
た
、
課
を
あ
げ
て
の
応
援
体

制
も
検
討
さ
れ
た
い
。

最
後
に
、
債
権
収
納
対
策
課
を
中
心
と
し

て
、
税
お
よ
び
使
用
料
等
の
未
収
情
報
の
共

有
化
や
債
権
管
理
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
な

ど
、
一
体
と
な
っ
た
取
組
み
に
よ
り
、
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
行
財
政

改
革
の
推
進
に
よ
る
歳
出
総
額
の
削
減
や
、

予
算
配
分
の
重
点
化
・
効
率
化
の
推
進
な

ど
、
健
全
な
財
政
運
営
に
一
層
の
努
力
を
望

む
も
の
で
あ
る
。

監査委員による
審査結果

平成20年度佐渡市各会計決算
および各基金の運用状況
佐渡市監査委員事務局　☎63-3112
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消
防
庁
舎
の
移
転
に
伴
い
不
用
と
な
っ
た

物
品
を
売
却
し
ま
す
。
長
期
間
使
用
し
た
物

品
で
す
の
で
現
物
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
、

見
積
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
資
格

20
歳
以
上
の
市
民
お
よ
び
法
人
で
、
次
に

該
当
す
る
方
を
除
き
ま
す
。

①
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
方

②
市
税

を
滞
納
し
て
い
る
方

③
佐
渡
市
職
員

見
積
書
の
受
付
期
間

12
月
14
日
㈪
〜
12
月
18
日
㈮

郵
送
の
場
合
は
、
受
付
期
間
の
最
終
日
の

消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
有
効

見
積
書
の
提
出
・
実
施
要
領
配
布
場
所

市
役
所
防
災
管
財
課
お
よ
び
佐
渡
市
消
防

本
部
総
務
課
（
各
支
所
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
は
実
施
要
領
の
配
布
の
み
）

内
覧
会
場

旧
佐
渡
市
消
防
本
部
（
物
品
の
確
認
を

希
望
す
る
場
合
は
見
積
書
の
受
付
期
間

中
、
佐
渡
市
消
防
本
部
総
務
課
（
☎
51
―

０
１
２
１
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

開
札
日
時
・
場
所

12
月
21
日
㈪
・
市
役
所
防
災
管
財
課
内

物
品
の
引
渡
し
日
時
・
方
法

12
月
22
日
㈫
〜
12
月
25
日
㈮
ま
で
の
間

に
、
売
買
代
金
を
納
入
後
、
現
状
で
の
引

渡
し
と
し
ま
す
。

平
成
22
年
度

佐
渡
お
こ
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の
募
集

市
で
は
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
・
自
発

的
に
行
う
地
域
づ
く
り
事
業
を
支
援
し
ま

す
。平

成
22
年
度
事
業
の
募
集
を
行
い
ま
す
の

で
、
申
請
を
希
望
す
る
団
体
は
、
市
役
所
企

画
振
興
課
地
域
振
興
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

応
募
対
象

集
落
や
複
数
集
落
、地
域
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

対
象
事
業

教
育
文
化
・
保
健
福
祉
・
環
境
保
全
・
産

業
振
興
等
の
分
野
で
、
地
域
の
活
性
化
に

貢
献
す
る
事
業

※
地
域
住
民
が
自
ら
策
定
し
た
計
画
（
地
域
活

性
化
計
画
）
に
基
づ
い
た
事
業
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

補
助
金
額

○
地
域
活
性
化
計
画
に
基
づ
く
地
域
づ
く
り

事
業

補
助
金
額
は
、
対
象
経
費
の
10
分
の
７
以

内
で
補
助
限
度
額
１
０
０
万
円
（
た
だ

し
、
対
象
経
費
が
30
万
円
未
満
の
事
業
は

除
く
）。
補
助
事
業
と
し
て
継
続
で
き
る

期
間
は
３
年
以
内
。

※
「
地
域
活
性
化
計
画
」
と
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
描
く
地
域
全
体
の
将
来
像
と
、
そ
の
実

現
に
向
け
た
活
動
方
針
を
取
り
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

※
本
補
助
金
以
外
の
助
成
事
業
と
重
複
し
て
交

付
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

応
募
締
切

平
成
22
年
１
月
15
日
㈮

※
募
集
期
間
中
は
、書
類
の
書
き
方
や
補
助
制
度

に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、担

当
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自主的・自発的な
地域づくり活動を
応援！
お問い合わせ
市役所企画振興課（地域振興係）
☎６３―５１３９

売却予定物品
物品
番号 財産名 最低売

却価格
1 ４連式ロッカー 100円
2 両引き棚 100円
3 パーティション 100円
4―1 右袖事務机・椅子 100円
4―2 右袖事務机・椅子 100円
4―3 右袖事務机・椅子 100円
4―4 右袖事務机・椅子 100円
4―5 右袖事務机・椅子 100円
4―6 右袖事務机・椅子 100円
4―7 右袖事務机・椅子 100円
5―1 左袖事務机・椅子 100円
5―2 左袖事務机・椅子 100円
5―3 左袖事務机・椅子 100円
5―4 左袖事務机・椅子 100円
5―5 左袖事務机・椅子 100円
6 両袖事務机・椅子 100円
7―1 行事予定黒板 100円
7―2 行事予定黒板 100円
8 黒板 100円

※見積書には最低売却価格以上の
金額を記載してください。

不用物品を
売却します

おお問い合わせ
市役所防災管災管財課（管財係）

☎63―５１３５１３５

伝統芸能を活かした地域づくり
（佐渡小獅子舞サミット）



世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て「
佐
渡
市
歴
史
的
建

造
物
悉
皆
調
査
⑨

」

○ 

東と
う

光こ
う

院い
ん

（
新
穂
長
畝
）

　

東
光
院
は
弘
仁
元
年
（
８
１
０
）
開
基

と
伝
わ
る
真
言
宗
寺
院
で
す
。
山
号
の

「
龍り

ゅ
う
き
さ
ん

亀
山
」
は
、
佐
渡
に
配
流
さ
れ
た
順
徳

上
皇
が
名
付
け
た
と
い
わ
れ
、
寺
の
周
囲
の

田
園
風
景
が
風
光
明
媚
で
、
亀
の
甲
羅
の
よ

う
に
見
え
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　

本
堂
は
１
６
０
０
年
代
後
期
の
建
築
で
、

昭
和
39
年
（
１
９
６
４
）
に
瓦
葺
き
の
屋

根
に
改
修
さ
れ
ま
し
た
が
、
内
陣
回
り
や
隣

接
す
る
書
院
は
、
建
立
当
初
の
古
風
な
様
式

を
そ
の
ま
ま
に
残
し
て
い
ま
す
。
境
内
に

は
、
１
７
０
０
年
代
後
期
の
建
築
と
推
定

さ
れ
る
鐘
楼
や
文
殊
堂
の
ほ
か
、
天
保
11
年

（
１
８
４
０
）
に
建
て
ら
れ
た
豪
華
な
薬
医

門
、
明
治
33
年
（
１
９
０
０
）
に
再
建
さ
れ

た
重
厚
な
子ね

王お
う

大だ
い

権ご
ん

現げ
ん

堂ど
う

な
ど
が
残
っ
て
お

り
、
様
々
な

年
代
の
建
造

物
を
み
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。

○ 

舟し
ゅ
う
じ
ょ
う
じ

城
寺
（
新
穂
舟
下
）

　

舟
城
寺
は
文
明
元
年
（
１
４
６
９
）
開
基

の
浄
土
宗
寺
院
で
、
現
在
の
建
物
は
新
穂
の

商
人
山
田
久
太
夫
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
尊
は
畔く

ろ

阿あ

弥み

陀だ

と

呼
ば
れ
、
か
つ
て
火
事
の
際
、
自
ら
河か

畔は
ん

へ

歩
い
て
避
難
し
て
無
事
で
あ
っ
た
と
い
う
伝

説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

本
堂
は
、
近
年
茅
葺
き
か
ら
瓦
葺
き
に
改

修
さ
れ
ま
し
た
が
、
１
７
０
０
年
代
前
半
の

創
建
当
時
の
部
材
も
多
く
見
ら
れ
、
浄
土
宗

寺
院
と
し
て
の

形
式
を
良
く
残

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
山
門
は

１
８
０
０
年
代

初
期
の
建
築

と
推
定
さ
れ
、

太
く
豪
快
な
柱

と
、
力
強
い
彫

刻
が
印
象
的
で

す
。

◆ 

市
役
所 

世
界
遺
産
推
進
課 

☎
63‐５
１
３
６

9

61

　

２
０
１
０
年
年
賀
状
に
ト
キ
の
写
真
を
印
刷

し
て
送
って
み
ま
せ
ん
か
。み
な
さ
ん
の
年
賀
状

に
使
って
い
た
だ
く
た
め
、放
鳥
ト
キ
の
画
像
を

用
意
し
ま
し
た
。画
像
は
環
境
省
か
ら
提
供
い

た
だ
い
た
も
の
で
す
。利
用
に
際
し
て
は
次
の

点
を
守
って
ご
使
用
く
だ
さ
い
。期
間
中
は
、自

由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
利
用
期
限

　

平
成
22
年
１
月
７
日
㈭
ま
で

○
利
用
条
件

・ 

個
人
の
非
営
利
な
使
用
に
よ
る
、２
０
１
０
年

（
平
成
22
年
）年
賀
状
に
限
り
ま
す
。

・ 

使
用
料
等
は
か
か
り
ま
せ
ん（
無
料
で
す
）。

・ 

画
像
の
部
分
使
用
、修
正
、改
変
な
ど
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

・ 

商
用
、法
人
、団
体
等
の
使
用
の
場
合
は
、別

途
、環
境
省
佐
渡
自
然
保
護
官
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意

・ 

画
像
は
環
境
省
の
提
供
で
す
。画
像
の
著
作

権
は
環
境
省
に
あ
り
ま
す
。

・ 

作
成
方
法・ソ
フ
ト
ウ
ェア・印
刷
、そ
の
他
パ
ソ

コ
ン
作
業
ト
ラ
ブ
ル
等
に
関
す
る
質
問
に
は

対
応
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
方
法

⑴ 

画
像
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、大
き
な
画
像
が

出
ま
す
。

⑵ 

大
き
な
画
像
の
上
で
右
ク
リ
ッ
ク
し「
名
前

を
付
け
て
画
像
を
保
存
」を
選
び
、ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
ま
す（
Ｗ
ｉｎ
ｄｏｗｓ
の
場
合
）。ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
先
は
、使
用
さ
れ
る
パ
ソ
コ
ン
、個

人
の
設
定
に
よ
り
ま
す
。

○
提
供
画
像

・ 

放
鳥
ト
キ
の
画
像
６
種
（
ト
キ
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
）

　

http://toki-sado.jp/fanclub/

・ 

ト
キ
野
生
復
帰
シ
ン
ボ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
画
像

（
佐
渡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。）

http://w
w
w
.city.sado.niigata.jp/

info/data/2008/0620_t.shtm
l

◆ 

お
問
い
合
わ
せ

　
　

ト
キ
交
流
会
館　

☎
24
│
６
０
４
０

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

年
賀
状
に
ど
う
ぞ
！ 

ト
キ
の
画
像
を
年
賀
状
用
に
提
供
し
ま
す

トキの年賀状を、送ってみませんか！

新穂地区

世
界
遺
産
出
張
説
明
い
た
し
ま
す

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
世
界
遺
産
に
関
す
る
勉
強
会

や
現
地
見
学
会
（
20
名
程
度
）
な
ど
に
、
世
界
遺
産
推
進

課
職
員
が
出
向
き
、
お
話
・
解
説
を
し
ま
す
。
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



第
31
回
入
間
万
燈
ま
つ
り 

　
　
　
　
　
　

10
月
24
日
・
25
日

　

佐
渡
全
島
に
部
員
を
有
す
る
「
佐
渡
商

工
会
青
年
部
協
議
会
」が
中
心
と
な
っ
て「
入

間
万
燈
ま
つ
り
佐
渡
物
産
展
実
行
委
員
会
」

を
組
織
し
、
総
勢
約
40
名
が
物
産
展
に
参
加

し
ま
し
た
。
毎
年
人
気
を
博
し
て
い
る
「
お

け
さ
柿
」
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
物
産
展

開
始
時
間
前
に
約
１
２
０
０
人
も
の
行
列
が

で
き
た
ほ
か
、
祭
り
２
日
目
の
物
産
展
終
了

時
間
前
に
は
持
ち
込
ん
だ
す
べ
て
の
品
が
完

売
す
る
な
ど
、

佐
渡
産
品
の

人
気
の
高
さ

が
う
か
が
え

ま
し
た
。

芸
能
で
は

「
佐
渡
赤
泊
鬼

の
会
」
と
「
な

ぎ
さ
会
」
が

参
加
し
、
万

燈
ま
つ
り
で

は
初
め
て
と
な
る
「
前
浜
流
鬼
太
鼓
」
を
披

露
し
て
入
間
市
民
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

ま
た
、「
な
ぎ
さ
会
」
は
け
や
き
通
り
を
舞

台
に
開
催
さ
れ
た「
お
け
さ
流
し
」で
、地
元
・

入
間
市
の
民
謡
11
団
体
（
２
４
３
人
）
と
共

演
し
ま
し
た
。

第
26
回
国
分
寺
ま
つ
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
１
日

佐
渡
物
産
展
で
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て

い
る
活
魚
コ
ー
ナ
ー
に
長
蛇
の
列
が
で
き
、

佐
渡
か
ら
運
ば
れ
た
活
き
の
よ
い
ヒ
ラ
メ
、

タ
コ
、
サ
ザ
エ
、
ア
ワ
ビ
な
ど
が
飛
ぶ
よ
う

に
売
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
毎
年
８

月
に
遠
泳
交
流
の
た
め
佐
渡
を
訪
れ
て
い
る

「
国
分
寺
市
水
泳
協
会
」
約
20
名
が
、
交
流

の
一
環
と
し
て
物
産
販
売
に
協
力
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
芸
能
で
は
「
杉
野
浦

獅
子
舞
保
存
会
」
が
国
分
寺
市
よ
り
招
請
さ

れ
、
佐
渡
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
小
獅
子
舞
を

披
露
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
国
分
寺
市
民

だ
け
で
な
く
、
郷
土
の
芸
能
を
見
に
訪
れ
た

首
都
圏
在
住

の
佐
渡
出
身

者
の
姿
も
多

く
あ
り
、
舞

台
公
演
が
終

了
す
る
と
観

客
席
か
ら
は

た
く
さ
ん
の

拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し

た
。

　

佐
渡
市
が
合
併
し
て
５
年
余
り
が
経
過

し
ま
し
た
。以
前
は
旧
市
町
村
ご
と
の
広
報

紙
で
学
校
の
取
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
「
市
報
さ
ど
」で
、今
回
か
ら
学
校
の
取
組

み
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

各
学
校
で
は
「
佐
渡
市
学
校
教
育
基
本
構

想
」
に
基
づ
き
、知
・
徳
・
体
の
調
和
を
重
視

し
、特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
方
に
も
ご
支
援

い
た
だ
い
て
お
り
、こ
の
紙
面
を
お
借
り
し

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、タ
イ
ト
ル「
心
の
原
風
景
」に
寄
せ

る
私
の
思
い
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

辞
書
で
は
「
原
風
景
＝
心
象
風
景
の
な
か

で
原
体
験
を
想
起
さ
せ
る
イ
メ
ー
ジ
」と
あ

り
、「
原
体
験
＝
人
の
思
想
形
成
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
幼
少
時
の
体
験
」と
記
述
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

佐
渡
で
生
ま
れ
育
っ
た
多
く
の
先
輩
の
皆

さ
ん
は
、幼
少
時
の
体
験
や
経
験
が
、そ
れ
ぞ

れ
の
人
生
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、佐
渡
市
の
学
校
で
は
基
本
構
想
の
柱

の
一つ
で
あ
る
「
郷
土
を
愛
し
、夢
と
誇
り
を

も
つ
教
育
の
充
実
」
を
目
指
し
、佐
渡
固
有

の
自
然
、歴
史
、文
化
を
学
ぶ
教
育
（
佐
渡

学
）に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

過
疎
化
が
進
む
中
、佐
渡
の
将
来
を
担
う

人
材
の
育
成
が
重
要
な
課
題
で
す
。こ
れ
か

ら
も
佐
渡
の
内
か
ら
も
外
か
ら
も
故
郷
に

貢
献
で
き
る
人
を
育
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

の「
心
」
に
、佐
渡
で
学
ん
だ
「
原
風
景
」
を

深
く
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

各
学
校
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
、広

く
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、毎
月
一
校
の
紹
介
を
連
載
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　
「
地
讃
地
奨
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま

し
た
。

　

読
者
の
皆
さ
ま

か
ら
佐
渡
の
子
ど

も
た
ち
の
賞
讃
・
推

奨
の
お
国
自
慢
を

し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

題字　渡邉剛忠

佐
渡
市
教
育
長　
　

渡
邉　

剛
忠

10

姉妹都市を 
たずねて
入間万燈まつり 
（埼玉県・入間市）

国分寺まつり 
（東京都・国分寺市）

「なぎさ会」による「けやき通り」での公演

「杉野浦獅子舞保存会」による舞台公演



佐渡國しま海道　よれっちゃ伝言板

11

　
「
佐
渡
環
境
賞
」に
応
募
が
あ
っ
た
企
業
、学

校
、市
民
団
体
等
の
地
域
で
の
取
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

○ 

内
藤
電
誠
工
業
株
式
会
社　

電
子
部
品
事
業
部

　
「
公
害
は
絶
対
出
さ
な
い
」を
合
言
葉
に
、廃

棄
物
の
削
減
・リ
サ
イ
ク
ル
化
に
よ
る「
※
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
」へ
の
挑
戦
、省
エ
ネ
・Ｃ
O
２
削
減
活

動
な
ど
に
全
社
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。１
９
９
９
年
に
佐
渡
で
初
と
な
る
環
境
の

国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
を
取
得

し
ま
し
た
。現
在
は
、地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
良
き
企
業
市
民
で
あ
り
た
い
と
考
え
環
境

管
理
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

※ 

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
…
工
場
な
ど
で
排
出
物
を
ゼ
ロ

と
す
る
こ
と
。

○
羽
茂
中
学
校

　

生
徒
会
と
３
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
自
分
た

ち
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
、ペッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ
と
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
を
回
収
す
る
活
動
を
始

め
ま
し
た
。羽
茂
支
所
や
ス
ー
パ
ー
等
に
も
回

収
箱
を
設
置
し
、地
域
全
体
で
の
取
組
み
も
推

進
し
て
い
ま
す
。現
在
は
全
校
で
活
動
を
継
続

し
て
い
ま
す
。

○
平
泉
ぜ
い
ご
宿

　
「
河
川
は
地
域
自
然
環
境
の
シ
ン
ボ
ル
」の
考

え
の
も
と
、毎
年
３
月
下
旬
に
平
清
水
毘
沙
門

清
水
と
藤
津
川
へ
鮭
の
稚
魚
１
〜
２
万
尾
を
放

流
し
て
い
ま
す
。幼
児
・
小
中
学
生
・
高
校
生
を

主
役
に
運
営
し
て
お
り
、地
域
内
の
川
の
水
生

動
物
調
査
、山
村
公
園
の
清
掃
、遊
歩
道
の
草

刈
り
な
ど
環
境
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
八
幡
・
銀
杏
の
会

　
「
21
世
紀
の
財
産
作
り
」を
テ
ー
マ
に
、緑
化・

環
境
・
人
材
育
成
・
防
災
の
事
業
を
柱
に
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。生
涯
学
習
や
地
区
各
種
団

体
と
の
連
結
に
よ
り
、地
域
力
を
高
め
、地
域

活
性
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。地
域
特
色
を
後

世
に
残
す
目
的
で
、名
産「
八
幡
い
も
・チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
」の
普
及
に
も
力
を
入
れ
定
期
的
に
勉

強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

○
佐
渡
市
連
合
婦
人
会

　
「
マ
イ
箸
、マ
イ
カ
ッ
プ
、マ
イ
バ
ッ
グ
」を
合
言

葉
に
、日
常
、会
員
一
人
ひ
と
り
が
実
行
し
、島

外
の
会
員
に
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。資
源
の
再

利
用
を
目
的
に
長
年
取
り
組
ん
で
い
る「
Ｅ
Ｍ

廃
油
石
け
ん
」を
製
品
化
し
、汚
染
の一つ
で
あ

る
家
庭
排
水
を
減
ら
す
取
組
み
を
し
て
い
ま

す
。60
年
以
上
続
く
婦
人
会
活
動
の
中
で
、佐

渡
の
自
然
を
守
る
た
め
エ
コ
活
動
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
ま
す
。

美しい島佐渡の
環境実現に向けて
市民団体や企業の取組みを 
紹介します（第2回）

市役所トキ共生・環境課 
☎63-3113

冬の日本海に新年の願い
を叫ぶ コンテスト

　新しい年に託す熱き願いを、腹の
底から叫んでみませんか。吹きすさ
ぶシベリア風にも負けず、荒波くだ
ける厳冬の海に向かって！
　皆さんの思いのほとばしりを、
「絶叫度」「切実さ」「表現力」な
どにより審
査させてい
ただきます。
さあ、今年
の栄冠はど
なたに？
開催日：平成22年１月23日㈯
会 場：外海府・願集落
主 催：佐渡國しま海道
詳細は事務局まで

お問い合わせ　佐渡國しま海道事務局　☎050－1371－6316（岩立）／市役所建設課　☎63－5118

10月17日　『外海府クリーンアップキャラバン』 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　を実施しました

　佐渡國しま海道では外海府
地域を歩く景観ウォーキングを
実施しました。（今回は大間～
片辺トンネルと片辺～北田野浦
の２区間に分けて行いました。）

幸運にも秋晴れとなり、15名の参加者を得
て実施。普段は車で通ってしまう外海府の
道を歩いて、景観ウォッチングをしました。ご
参加いただいた皆さんおつかれさまでした。

10月25日　現地見学会・「トキ街道・山道を歩く会」を実施しました

　佐渡國しま海道の重点エリアである小佐
渡東部エリアのトキ街道・山道の見学会を行
いました。トキの2次放鳥も行われ、注目され
ているのが小佐渡東部です。旧トキ保護セン
ターがあった清水平のビオトープなどを見学、
参加者は手入れの行き届いた里山ハイキング
を楽しみました。

佐渡國しま海道では佐渡の風景、自然、文化を知るための現地見学会を行っています！

ゴール地点での集合写真

整備されたビオトープや間伐の様
子などを見学

出場者募集！

第
２
回



親子読書活動（羽茂図書室）

ハロウィンとしょかん（両津図書館）

今年も10月28日から毎週水曜日
の午後６時30分から８時まで、全
６回の日程で親子読書活動を行い
ました。
11組25名が参加し、佐渡の昔話

を聞いたり、お話のイメージ画を描
いたり、手作り絵本を製作するな
ど親子で楽しみました。この活動
は30数年続いている講座で、小学
生の頃に参加した方が母親となっ
て、親子２代にわたり参加している
方もいます。

　10月31日・11月1日、両津図書館
ではハロウィンの飾り付けをした
図書館で、魔女によるおはなし会
が開催されました。当日は大勢の
親子連れが、いつもと違う雰囲気
の中で絵本やおはなしを楽しみま
した。

クリスマスには
　　 図書館で絵本を

もうすぐクリスマス
　名作や愉快なお話、静かな話、サンタの秘密
などクリスマスにちなんだ絵本はたくさんあり
ます。
　各図書館・図
書室では、クリス
マス絵本を展示し
ています。ぜひご
覧ください。

佐渡の民話「おちあいばしムジナ」
に聞き入る参加者

12

新
穂
地
区
駅
伝
競
走
大
会

秋
の
新
穂

路
を
タ
ス
キ

で
つ
な
ぐ
、

第
30
回
新
穂

地
区
駅
伝
競

走
大
会
が
10

月
18
日
に
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
中
学

生
、
分
館
、

企
業
な
ど
38

チ
ー
ム
が
新

穂
総
合
セ
ン
タ
ー
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
17
・

８
㎞
の
新
穂
地
区
を
巡
る
５
区
間
（
２
部
は

６
区
間
）
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
途
中
か

ら
雨
が
混
じ
る
天
候
で
し
た
が
、
日
頃
の
練

習
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
沿
道
で
の

温
か
い
声
援
を
受
け
て
、
全
チ
ー
ム
が
完
走

を
果
た
し
ま
し
た
。
一
般
で
は
序
盤
の
混
戦

を
３
区
で
抜
け
出
し
た
青
木
チ
ー
ム
が
そ
の

ま
ま
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
り
ま
し

た
。

【
各
部
優
勝
】

１
部

青
木
／
２
部
壮
年

の
部

ひ
げ
Ⅱ
／
２
部
一
般
女
子
の
部

Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ａ
瓜
生
屋
／
２
部
中
学
生
男
子
の

部

野
球
部
Ａ
／
２
部
中
学
生
女
子
の
部

新
穂
中
女
子
駅
伝
部

第
63
回
赤
泊
地
区
文
化
祭「
芸
術
展
」

11
月
８
日
、
９
日
の
両
日
、
赤
泊
総
合
文

化
会
館
で
、
赤
泊
地
区
文
化
祭
「
芸
術
展
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

赤
泊
地
区
で
活
動
し
て
い
る
自
主
グ
ル
ー

プ
や
一
般
の
方
々
か
ら
絵
画
や
書
道
、
写
真

な
ど
の
多
く
の
作
品
を
出
品
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

訪
れ
た
方
々
も
展
示
室
に
並
べ
ら
れ
た
作

品
を
熱
心
に
鑑
賞
し
、
芸
術
の
秋
を
心
か
ら

感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
２
日
間
で
し
た
。

生涯学習
だより

生涯学習課　☎27─4181

中央図書館　☎63-2800 BOOK

クリスマス映写会
「大男とクリスマスツリー」ほか
日時　12月24日㈭  午後1時30分～3時
会場　中央図書館
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がんばっている若者たち
　相川地区の関集落で
は、毎年旧暦の9月15日、
集落の鎮守・二宮神社の
祭があります。祭に芸能は
ありませんでしたが、地域
のために何かしたいと、若
手を中心に祭の芸能を考
えてきました。昨年、宝く
じ助成事業により二尺太鼓を購入し、今年、新潟大学の学生や、
観光客の方々も加わって、集落を一軒ずつ門付けしてまわりまし
た。太鼓の打ち方も、門付けのしかたも、何もかも手探りでした
が、NPO法人 佐渡芸能伝承機構の松田さんからお手伝いいた
だきながら、祭を興すことができました。当日は大人も子どももお
年寄りも、太鼓を楽しみ、賑やかな良い祭になりました。

高低差840ｍに挑戦
第１回佐渡ヒルクライム大会 11月1日
　佐渡金山をスタートして、大佐渡スカイラインの最高峰（標高
942ｍ）までの全延長13㎞、高低差840ｍに挑む第1回佐渡ヒル
クライム大会が開催されました。佐渡ロングライド・佐渡トライア
スロン大会とならび、自転車を活用したこのイベントに県内外か
ら129名が参加し、あいにくの悪天候の中、選手たちはゴールを目
指し、息を荒くしながら力強くペダルを踏み込んでいました。参加
した選手からは「スタッフのサポートがすばらしく、レース後の食

事もとてもおいしかった」
「またぜひ参加したいで
す」といった感想が寄せ
られました。
　選手の皆さん、ボラン
ティアで大会を支えてくだ
さった皆さん、おつかれ
さまでした。

寄付のお礼
佐渡市にご寄付をいただきました。
ありがとうございました。

●現金
新潟県新潟市　菊池定夫　様
佐渡市両津夷　軍恩連夷支部

なお、匿名希望の方々からも多くのご寄付をいただいております。

芸術の秋
第6回佐渡市美術展覧会 11月7日~11日
両津総合体育館で、第6回

佐渡市美術展覧会が開かれ
ました。展示された多くの優
れた美術作品に、訪れた人
は芸術の秋を堪能していま
した。

入賞者（敬称略）
第１部門 絵画　【一般】市長賞 椎　一夫（椎泊）　教育
長賞 本間美喜子（畑野）　【高校生以下】市長賞 中村
 舟（佐渡高校）　教育長賞 市橋尚之（佐渡高校）

第2部門 版画【一般】市長賞 椿　智美（八幡） 教育長
賞 海老沢五子（羽茂大石）
第3部門 彫塑・工芸【一般】市長賞 山田 昭（真野新町）
教育長賞 嶋田スミ子（畑野）
第4部門 書道【一般】市長賞 永井裕美（吉岡）　教育長
賞 石井藤苑（新穂井内）　【高校生以下】市長賞 中川 
健人（佐渡高校）　教育長賞 堀川真裕美（佐渡高校）
第5部門 写真【一般】市長賞 中野金吾（三瀬川）　教育
長賞 吉田辰浩（千種）
ジュニア部門　絵【小学生】市長賞　田原未央（河崎小６年）
教育長賞　中濱信吾（両尾小１年）　本間すみれ（河原

田小 3年）　門口遥香（真野小５年）【中学生】市長賞
　三國屋友梨（前浜中３年） 教育長賞　本間伽耶子（金
井中３年）
ジュニア部門　書【小学生】市長賞　佐藤友香（松ヶ崎小 4
年） 教育長賞　本間文貴（真野小 2年）　佐藤友紀（松ヶ
崎小 4年）　本間渉平（真野小 6年）【中学生】市長賞
金子淑美（真野中3年） 教育長賞　甲斐奈央（佐渡中
等教育 1年）

地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す

お知らせ たたこう館ぷれぜんつ 「ちんどん鼓童（こどん）～あったかほのぼの体験ライブ～」
出演　鼓童（中込健太、高橋勅雄、島内博子、内田依利、小見麻梨子、草洋介）
今年もやります！たたこう館で開催する12月だけのウィークエンド・ミニライブ。あったかくて楽しい、佐渡でしか観られないライブ

です。ご家族連れ、小さいお子さんも大歓迎です。冬の陽だまりと木の温もりが気持ちいいたたこう館へ、ぜひご来場ください。
日程　12月13日㈰、20日㈰
会場 佐渡太鼓体験交流館（たたこう館）（小木金田新田150-3）
開演　午前11時～正午／午後２時～３時（1日2回公演、開場は30分前）
料金　大人1,500円、小学生800円（未就学児無料）
入場 当日会場受付、事前予約不要
会場アクセス　小木港より車で10分、赤泊港より30分、両津港より約1時間
お問い合わせ　佐渡太鼓体験交流館　☎86―2320　http://www.sadotaiken.jp/
〔年末年始休館日〕12月25日㈮～1月7日㈭

道遊の割戸を背景に、
急な坂道を上る選手たち

表彰式



お

知

ら

せ

所
得
税
・
市
民
税
に
か
か
る

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

を
交
付
し
ま
す

65
歳
以
上
の
方
で
、
身
体
や
日
常
生
活
の

状
況
な
ど
が
障
が
い
者
と
同
じ
程
度
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

等
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
で
も
所
得
税

や
市
県
民
税
の
障
害
者
控
除
が
適
用
さ
れ
ま

す
。そ

の
た
め
に
は
、
市
の
認
定
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
認
定
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
役

所
本
庁
・
支
所
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
高
齢
福
祉
担
当
窓
口
で
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。
該
当
と
な
る
方
に
は
市
か
ら
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
交
付
し
ま

す
。な

お
、
申
請
の
際
に
は
、
印
鑑
と
介
護
保

険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
の
目
安

○
対
象
者
の
年
齢
が
平
成
21
年
12
月
31
日
現

在
で
65
歳
以
上
の
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
所

持
し
て
い
な
い
方

○
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方
※
介
護
保
険
要
介
護
認
定
審
査
会
資
料
に
よ
り

判
定
を
行
う
た
め
、
認
定
を
受
け
て
い
る
方

で
も
対
象
に
な
ら
な
い
方
も
い
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

認
定
書
交
付
ま
で
１
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま

す
の
で
、
認
定
書
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
確
定
申
告
を
さ
れ
る
前
に
早
め
に
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
高
齢
福
祉
課
（
高

齢
福
祉
係
）
☎
63
―
３
７
９
０

ま
た
は

各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
高

齢
福
祉
担
当
）

所
得
税
・
市
民
税
に
か
か
る
要

介
護
認
定
者
の
お
む
つ
代（
医

療
費
控
除
）に
つ
い
て
お
知
ら
せ

寝
た
き
り（
疾
病
に
よ
り
、お
お
む
ね
６
か

月
以
上
に
わ
た
り
寝
た
き
り
で
医
師
の
治
療

を
受
け
て
い
る
）の
方
の
お
む
つ
代
は
、所
得
税・

市
民
税
の
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
の
際
に
医
療
費
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、医
師
が
発
行
す
る「
お
む
つ
使
用

証
明
書
」と「
お
む
つ
代
の
領
収
書
」を
添
付
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け

て
お
り
、次
の
①
②
に
該
当
す
る
方
に
は
、市
で

「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」に
代
わ
る
証
明
書
を

交
付
し
ま
す
。

①
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が

２
年
目
以
降
と
な
る
方

②
一定
要
件（
主
治
医
意
見
書
に
お
い
て
寝
た

き
り
、尿
失
禁
が
あ
る
）を
満
た
す
方

な
お
、初
め
て
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を

受
け
る
方
や
、２
年
目
以
降
で
も
一
定
要
件
を

満
た
さ
な
い
方
は
、医
師
が
発
行
す
る「
お
む
つ

使
用
証
明
書
」が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
高
齢
福
祉
課（
介
護
保

険
係
）☎
63
―
３
７
９
０

ま
た
は
各
支
所・行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
介
護
保
険
担
当
）

国
民
健
康
保
険
制
度
の
減
免
な
ど
負

担
を
軽
減
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、風
水
害

や
火
災
、事
業
の
休
廃
止
や
失
業
等
の
事
由
で
、

一
時
的
に
保
険
税
の
納
付
や
医
療
機
関
で
の一

部
負
担
金
の
窓
口
支
払
い
が
困
難
に
な
っ
た
場

合
、申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
減
免
な

ど
負
担
を
軽
減
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
市
民
課
（
国
保

係
）
☎
63
―
５
１
１
２
／
税
務
課
（
収
納

対
策
係
）
☎
63
―
５
１
１
０

建
物
を
取
り
壊
し
た
時
や
用
途
を
変

更
し
た
時
に
は
ご
一報
く
だ
さ
い

固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お

い
て
土
地・家
屋・償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

人
に
課
せ
ら
れ
ま
す
。平
成
21
年
12
月
末
ま
で

に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、平
成
22
年
度

分
か
ら
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん
。ま
た
、家
屋
の一部
を
取
り
壊
し
た
場

合
で
も
、取
り
壊
し
た
床
面
積
分
は
課
税
対

象
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。届
出
が
な
い
場
合

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
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　平成22年２月１日現在で、全国一
斉に“農林業の国勢調査”といわれる
「2010年世界農林業センサス」が実施
されます。この調査は、今後の農林業
の政策に役立てるために５年ごとに
実施される極めて大切な調査です。
　１月中旬から農林業を営んでいる
皆さまのところに調査員が訪問して、
調査票に農林業の経営状況などの記
入をお願いしますので、ご協力をお願
いします。

お問い合わせ
　市役所企画振興
　（企画統計係）
　☎63―4152

2010年
世界農林業
センサスに

ださいご協力ください



に
は
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、平

成
22
年
１
月
末
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま

た
、家
屋
の
用
途
を
変
更
し
た
と
き（
店
舗
を

住
宅
に
改
修
し
た
り
、逆
に
住
宅
を
店
舗
に
改

修
し
た
と
き
な
ど
）に
は
、そ
の
家
屋
の
敷
地
の

課
税
に
お
い
て
、固
定
資
産
税
が
軽
減
さ
れ
る

特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
た
り
、適
用
さ
れ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
税
務
課
（
固
定
資

産
税
係
）
☎
63
―
５
１
１
０

ま
た
は
各

支
所
市
民
課
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
税
務
担
当
）

職
員
人
事
異
動

12
月
１
日
付
け
（

）
内
は
旧
所
属

企
画
振
興
課
企
画
統
計
係
主
任

小
崎
貴
弘

（
国
体
推
進
課
主
任
）
／
税
務
課
市
民
税
係

主
事

斎
藤
雅
子
（
国
体
推
進
課
主
事
）
／

ト
キ
共
生
・
環
境
課
ト
キ
政
策
係
長

村
岡

直
（
ト
キ
共
生
・
環
境
課
主
任
）
／
社
会
福

祉
課
子
育
て
支
援
室
児
童
福
祉
係
長

海
老

名
忠
（
国
体
推
進
課
係
長
）
／
高
齢
福
祉
課

す
こ
や
か
両
津
介
護
係
介
護
員

志
田
省
次

（
高
齢
福
祉
課
歌
代
の
里
介
護
員
）
／
農
林

水
産
課
農
村
整
備
係
主
事

中
川
務
（
国
体

推
進
課
主
事
）
／
建
設
課
建
築
住
宅
係
主
任

秋
場
和
久
（
国
体
推
進
課
主
任
）
／
建
設

課
建
築
住
宅
係
主
任

金
子
揚
則
（
農
林
水

産
課
主
任
）
／
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
庶

務
係
主
事

本
間
寛
子（
国
体
推
進
課
主
事
）

／
総
務
課
付
け
係
長

伊
藤
寿
一（
ト
キ
共

生
・
環
境
課
係
長
）
／
総
務
課
付
け
係
長

菊
池
信
好
（
社
会
福
祉
課
係
長
）

制
度
の
概
要

・
公
的
年
金
制
度
の
運
営
業
務
は
、現
在
、

社
会
保
険
庁
が
担
っ
て
お
り
ま
す
が
、

公
的
年
金
制
度
の
適
正
な
事
業
運
営

と
国
民
の
信
頼
を
確
保
す
る
た
め
、
平

成
22
年
１
月
以
降
は
「
日
本
年
金
機

構
」
が
担
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

・
年
金
委
員
は
、
年
金
制
度
に
つ
い
て

広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
制
度
へ
の
理
解
と

信
頼
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
国

は
も
と
よ
り
日
本
年
金
機
構
の
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
会
社
や
地
域
に

お
い
て
の
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
22
年
１
月
か
ら「
社
会
保
険
事
務
所
」は

「
年
金
事
務
所
」に
変
わ
り
ま
す
。

年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

新
潟
西
社
会
保
険
事
務
所

国
民
年
金
課

☎
０
２
５
―
２
２
５
―
３
０
１
２

庶
務・年
金
給
付
課

☎
０
２
５
―
２
２
５
―
３
０
０
８

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

市
役
所
市
民
課（
年
金
係
）

☎
63
―
５
１
１
２

ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
国
民
年
金
担
当
係

年
金
委
員
と
は

・
政
府
が
管
掌
す
る
厚
生
年
金
保
険
お

よ
び
国
民
年
金
に
関
す
る
適
用
・
給

付
・
保
険
料
な
ど
に
つ
い
て
、
会
社

や
地
域
に
お
い
て
積
極
的
に
啓
発
、

相
談
、
助
言
な
ど
の
活
動
を
行
う
民

間
協
力
員
で
す
。

・「
年
金
委
員
」
は
、
会
社
の
事
業
主
や

市
町
村
な
ど
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
厚

生
労
働
大
臣
が
委
嘱
し
ま
す
。

・
活
動
範
囲
に
よ
り
「
職
域
型
」
と
「
地

域
型
」
の
２
つ
に
区
分
さ
れ
、「
職
域

型
」
は
主
に
厚
生
年
金
保
険
の
適
用

事
業
所
内
、「
地
域
型
」
は
自
治
会
な

ど
の
地
域
に
お
い
て
活
動
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ゆ
め
あ
り
く
ん

年金だより
平
成
22
年
１
月
か
ら

年
金
委
員
制
度
が

始
ま
り
ま
す
！
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指定管理者を募集します
指定管理者とは、市が所有する公の施設の管理運営

を市に代わって行う団体（民間企業や団体など）です。

○交流センター白雲台（新設） 中興乙3534－158
○赤泊自然休養村管理センター… 赤泊2206－3
○ドンデン山荘 ………………………… 椿697
○佐和田森林公園オートパークさわた 山田1469－4

施設に関するお問い合わせ
市役所観光課（観光開発係）　☎63-5116

・募集期間・要項配布期間 12月10日㈭～１月12日㈫
・申請受付期間　12月18日㈮～１月12日㈫
・受付時間  午前８時30分～午後５時30分（郵送

の場合は、必着）
・受付場所　市役所２階　防災管財課　
・ その他申請の資格や指定条件、指定管理者が行う
主な業務については、募集要項を確認してください。
　なお、募集要項配付期間中は、申請に必要な書
類を市ホームページ（http://www.city.sado.niigata.
jp/）からダウンロードできます。
手続きに関するお問い合わせ
市役所防災管財課（管財係）☎63―5135



お

知

ら

せ

普
通
救
命
講
習
の
お
知
ら
せ

も
し
家
族
や
友
人
が
目
の
前
で
突
然
倒
れ

て
し
ま
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
応
急
手
当
が
で

き
ま
す
か
？
そ
の
た
め
に
必
要
な
ち
ょ
っ
と

し
た
知
識
と
技
術
を
、
ぜ
ひ
覚
え
て
く
だ
さ

い
。佐

渡
市
消
防
本
部
で
は
、
心
臓
・
呼
吸
が

止
ま
っ
た
と
き
に
行
う
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
と
い
う
機
械
を
使
っ
た
電
気
シ
ョ
ッ
ク

（
除
細
動
）
な
ど
に
つ
い
て
、
実
技
で
覚
え

て
い
た
だ
く
講
習
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

12
月
の
講
習

日
時

12
月
20
日
㈰
午
後
１
時
か
ら

会
場

あ
い
か
わ
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

多
く
の
方
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
市
相
川
消
防
署
（
救
急
・
救
助
係
）

☎
74
―
３
１
２
４

社
会
福
祉
法
人

佐
渡
寿
福
祉
会

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真
野
の
里
で
は
、

職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

募
集
職
種
と
採
用
予
定
人
員

調
理
員

１
名

受
験
資
格

・
年
齢

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
満
35

歳
以
下
（
昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
）

・
免
許

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る

方
で
、
栄
養
士
ま
た
は
調
理
師
の
免
許
を

有
す
る
方
（
平
成
22
年
４
月
１
日
ま
で
に

取
得
可
能
な
方
も
含
む
）

・
学
歴

高
卒
以
上

試
験
日
・
会
場

平
成
22
年
１
月
23
日
㈯
午

前
10
時
か
ら

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真

野
の
里
（
真
野
新
町
６
２
４
の
２
）

試
験
の
内
容

午
前
10
時
か
ら
作
文
試
験
・

午
後
１
時
30
分
か
ら
面
接

※
昼
食
は
各

自
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い

合
格
発
表

平
成
22
年
２
月
５
日
㈮
ま
で
に

結
果
を
通
知

採
用
予
定
日

平
成
22
年
４
月
１
日

給
与

社
会
福
祉
法
人
佐
渡
寿
福
祉
会
職
員

給
与
規
程
に
よ
り
支
給

受
験
申
込
用
紙
の
請
求
・
交
付

12
月
21
日

か
ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真
野
の
里
で

交
付
し
ま
す
。
郵
送
に
よ
る
申
込
用
紙
の

請
求
は
、
80
円
切
手
（
速
達
希
望
は
そ
の

料
金
）
を
貼
り
宛
名
を
書
い
た
返
信
用
封

筒
を
同
封
し
て
「
受
験
申
込
用
紙
請
求
」

と
朱
書
き
し
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
方
法

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真
野
の
里

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付

平
成
22
年
１
月
12
日
㈫
か
ら
１

月
19
日
㈫
ま
で
（
郵
送
に
よ
る
申
込
み

は
、
１
月
19
日
必
着
）

お
問
い
合
わ
せ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真

野
の
里
（
庶
務
係
）
☎
55
―
４
０
１
５
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1　アンテナで視聴する（その１）
地上デジタル対応のテレビを買いましょう。現在、市販されているテレ
ビや録画機器などで、地上デジタル放送に対応しているかを見分け
るにはこのマーク（右図参照）を目印にしてください。

2　アンテナで視聴する（その２）
現在お使いのアナログテレビをそのままお使いになる場合は、デジタ
ルチューナ―を買い足しましょう。なお、チューナーによっては一部の
デジタル機能が使用できなかったり、お使いのテレビの機種によって
はハイビジョン放送をお楽しみいただけない場合があります。機能を
確認しましょう。

3　ケーブルテレビで視聴する
地デジ対応のテレビやチューナーがあれば視聴できます。また、ケー
ブルテレビ局でレンタル（有料）しているＳＴＢ［セットトップボック
ス］を接続すればアナログテレビでも地デジを視聴することができま
す。詳しくはご加入先のケーブルテレビ局（CNSまたは佐渡テレビ）
にお問い合わせください。

お 問い合わせ 総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター ☎0570-07-0101（平日9:00～21:00、土・日・祝9:00～18:00）
地上デジタル放送に関するホームページ㈳デジタル放送推進協会URL： http://www.dpa.or.jp/
市役所企画振興課（情報政策係）☎63-5139

地 上 デ ジ タ ル 放 送 へ の 準 備 は お 済 み で す か地 上 デ ジ タ ル 放 送 へ の 準 備 は お 済 み で す か ？

第4回 地デジを見るにはどうするの？ ●地デジを見る３つの方法
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年末年始のご案内　空欄…通常業務　　時間のみ…時間を変更して営業　　休…お休み
12月 1月

28日㈪ 29日㈫ 30日㈬ 31日㈭ 1日㈮ 2日㈯ 3日㈰ 4日㈪

市役所　☎63-3111
休

12月29日～1月3日まで閉庁しますが、出生や死亡など戸籍の届出は宿日直が受付けます。

ご
み
・
し
尿

ごみ収集 
クリーンセンター直接持ち込み　 休

し尿処理 休
廃棄物対策課　☎63-5140／両津クリーンセンター ☎24-1700／佐渡クリーンセンター ☎52-3336 
南佐渡クリーンセンター・南佐渡し尿処理センター ☎86-2373／国仲清掃センター　☎52-2797

図
書
館
・

図
書
室

中央図書館　☎63-2800   
地区図書館 休

図書室 休
※中央図書館・地区図書室（真野、小木、さわた、両津）は、年内は12月27日まで、年明けは1月5日から開館。
　開館時間は中央図書館　9：00～18：00（土・日は17：00まで）／地区図書館　9：00～17：00／図書室（相川・新穂・畑野・羽茂・赤泊）8：30～17：00

トキの森公園　☎22-4123
休

年内は12月27日まで、年明けは1月5日から開館。開館時間は8：30～17：00（入館締切16：30）。
トキ交流会館　☎24-6040 休

12月
28日㈪ 29日㈫ 30日㈬ 31日㈭ 1日㈮ 2日㈯ 3日㈰ 4日㈪

健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
等

ワイドブルーあいかわ　☎74-0126
営業時間　10：00～21：00

10：00～
18：00 休

ビューさわた　☎52-1126
営業時間　10：00～21：00

10：00～
18：00 休

金北の里　☎63-6511
営業時間　10：00～22：00

定休日 10：00～20：00 定休日
宿泊は、休まず営業

新穂潟上温泉　☎22-4126
営業時間　10：00～21：00

10：00～
18：00 休

松泉閣　☎66-4175
営業時間　10：00～21：00

10：00～
18：00 休

クアテルメ佐渡　☎88-3566
営業時間　11：00～22：00 休 休

城が浜温泉　☎87-3215
営業時間　10：00～21：00 休 休

老人休養ホームこがね荘　☎66-2545 休
12月 1月

28日㈪ 29日㈫ 30日㈬ 31日㈭ 1日㈮ 2日㈯ 3日㈰ 4日㈪

市
立 

病
院
等

両津病院　☎23-5111 休
相川病院　☎74-3121 休
佐和田休日急患センター
（9：30～16：00）
☎57-3710（診療日のみ）

休 休

佐
渡
ス
ポ
ー
ツ 

ハ
ウ
ス

温水プール　 休
体育館・トレーニング室（8：30～21：30） 休
テニスコート（8：30～日没） 休
佐渡スポーツハウス　☎55-2566　※年内は12月27日まで開館。温水プールの営業は1月5日から。 
※温水プール　火～金　13：00～20：00　／　土　10：00～20：00　／　日・祝　10：00～17：00　（月曜定休）

社
会
体
育
施
設

相川体育館 17：30まで 休
両津総合体育館／小木Ｂ＆Ｇ海洋セン
ター／羽茂Ｂ＆Ｇ海洋センター 休

佐和田体育館／新穂体育館／新穂武
道館／真野体育館／真野武道館／小
木体育館／羽茂体育館／赤泊体育館

休

博
物
館
・ 

資
料
館
等

両津郷土博物館・相川郷土博物館・佐
渡国小木民俗博物館・佐渡植物園・海
運資料館・幸丸展示館・赤泊郷土資料
館・相川技能伝承展示館・佐渡奉行所

休

両津郷土博物館・相川郷土博物館・海運資料館・幸丸展示館・相川技能伝承展示館・赤泊郷
土資料館は、年末年始の休館に追加して、12月～2月の土・日・祝祭日が休館です。

※佐渡考古資料館は年末年始（12月29日～1月3日）の休館に追加して、12月～2月の土・日・祝祭日と毎週月曜日が休館。 
　新穂歴史民俗資料館は12月～2月の間、休館。金井歴史民俗資料館は年間を通じて閉館中（見学については要予約）。 
　お問い合わせ：教育委員会文化振興室佐渡学センター（両津郷土博物館内）☎23－2100
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№
39

（題字　髙野宏一郎）

東京国際フォーラムで
「佐渡まるごと物産展」を開催
　秋晴れの10月30日、皇居に近い東京国際フォー
ラムで「佐渡まるごと物産展」が開催された。在
京佐渡出身者による佐渡おけさの唄と踊りに続
き、テレビカメラが待ち受ける中、髙野市長の、認
証米「朱鷺と暮らす郷」誕生の経緯についての
挨拶の後ジェンキンス氏が登場、「佐渡ライスお
いしい」と発声し会場を沸かせた。引続き、認証
米のプレゼントに移る。長蛇の列が続く中ジェン
キンス氏のところに人溜まりができプレゼントは
あっという間に配り終えた。物産品販売コーナー
では、時折抽選会での上位当選を告げる鐘の音
が会場に響き渡る。佐渡の関係者、東京事務所
の応援者も休憩を取る閑もない奮闘である。佐渡
おけさの図柄入り袋を重そうに提げ会場を後にし
ている人があちこちに見られ、「佐渡まるごと物産
展」は大成功の内に夕方終了した。

（文責　佐渡市東京事務所駐在員　
佐渡観光大使　元田利夫）

　11月24日から運休しています小木直江津航路は、次の期
間１往復運航します。島民の皆さんをはじめ帰省される皆
さん、ぜひご利用ください。また、市では小木直江津航路
の利用促進を図るため、団体（15名以上）で利用される島
民の皆さんの航路運賃の一部を助成しています。あわせて
ご利用ください。

年末年始運航日
●期　間 平成21年12月26日㈯～平成22年１月５日㈫
●ダイヤ 直江津港発9：30→小木港着12：10

小木港発12：50→直江津港着15：30
● その他　12月26日㈯・27日㈰に出発される場合は、『乗用
車往復運賃特別割引（往復１万円）』が適用となります。

※ 予約・就欠航などのお問い合わせは、小木港ターミナル（☎86
－3110）へ。

団体利用助成
●対象 １団体15名以上で島発２等往復切符を購入する場合
●助成額
・15名以上30名未満･･･島発２等往復切符の50％以内を助成
・30名以上･･･････････島発２等往復切符の70％以内を助成
※いずれも燃油価格変動調整金は除く。
● 手続き　15名以上の方の名簿を小木港ターミナル購入
窓口へ提出してください。皆さんが購入する切符の金額
は、すでに助成分が控除されています。市役所への申請
は必要ありません。

○ おわびと訂正　11月25日発行の市報お知らせ版8ページに掲
載した小木直江津航路の年末年始運航日に間違いがありまし
た。正しくは上記のとおりです。おわびして訂正します。

首都圏情報コーナー小木直江津航路　年末年始の運航
市役所交通政策課　☎63－3184
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う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 両津福浦一丁目 山　口　隆　司 76 10.13
　〃 梅津 丹　後　誠　治 82 10.17
　〃 両津湊 北　川　アサ子 87 10.19
　〃 両津夷 田　中　正　信 61 10.20
　〃 春日 武　田　ツ　ヤ 94 10.27
　〃 両津湊 野　口　カツエ 97 10.28
　〃 加茂歌代 磯　野　ハツネ 74 10.28
　〃 加茂歌代 小　林　マ　ツ 86 10.28
　〃 両津湊 田　中　新　治 78 10.31
　〃 下久知 大　⻆　幸　作 81 11.  6
　〃 秋津 神　野　テ　リ 94 11.  6
　〃 両津湊 山　川　カ　子 98 11.  7
　〃 城腰 梁　塲　二　吉 99 11.  8
　〃 長江 齋　藤　　　作 97 11.  8
相　川 相川二町目 北　見　シュン 93 10.20
　〃 達者 川　邉　秀　子 89 11.  1
　〃 入川 近　藤　チ　ト 89 11.  3
佐和田 窪田 加　藤　麗　子 78 10.16
　〃 中原 上　野　キ　ミ 88 10.17
　〃 上長木 林　田　貞　雄 83 10.19
　〃 中原 明　畠　　　明 86 10.23
　〃 窪田 久　保　ヒ　サ 92 10.25
　〃 河原田本町 門　間　　　昇 66 10.26
　〃 東大通 岩　倉　ジツ子 84 10.29
　〃 河原田諏訪町 杉　本　照　夫 79 11.  2
　〃 沢根五十里 須　田　英　一 92 11.  5
　〃 沢根五十里 半　田　　　彰 61 11.  7
　〃 沢根炭屋町 首　藤　辰　子 74 11.  7
金　井 三瀬川 稲　　　テ　ツ 89 10.18
　〃 平清水 永　岡　ヨシノ 91 10.19
　〃 平清水 羽藤　新左　門 87 10.27
　〃 泉 川　上　ミサホ 88 10.28
　〃 泉 光　村　キ　ヨ 90 11.  1
　〃 平清水 北　見　テ　イ 73 11.  4
　〃 吉井本郷 遠　藤　朝　生 58 11.  4
　〃 泉 本　間　幸　枝 71 11.  6

新　穂 新穂大野 土　屋　春　樹 60 10.19
　〃 新穂大野 安　田　ハツヱ 90 10.20
　〃 新穂正明寺 本　多　澄　男 65 10.25
　〃 新穂長畝 佐　藤　キ　ク 96 10.25
　〃 新穂瓜生屋 清　水　一　穂 45 10.29
　〃 新穂大野 小　杉　賢　三 78 11.  1
　〃 新穂田野沢 藤　澤　詔　　 65 11.  4
　〃 新穂武井 田　邊　金三郎 80 11.  5
　〃 新穂潟上 齊　藤　ト　メ 88 11.  7
畑　野 小倉 中　村　ツ　ル 98 10.14
　〃 畑野 石　井　二　郎 85 10.15
　〃 栗野江 小　西　テ　イ 90 10.18
　〃 坊ヶ浦 中　村　佐　一 68 10.22
　〃 宮川 長　嶋　ユ　キ 91 10.23
　〃 飯持 大　倉　春　吉 84 10.25
　〃 畑野 加　藤　ヨ　シ 97 10.28
　〃 丸山 古　郷　ア　サ 93 10.30
　〃 栗野江 近　藤　キ　ン 92 11.  7
　〃 寺田 尾　中　　　茂 74 11.  7
真　野 大小 金　子　　　一 76 10.20
　〃 金丸 　　﨑　　　充 81 10.22
　〃 長石 藤　原　良　次 77 10.26
　〃 真野大川 本　間　重　髙 86 11.  4
　〃 吉岡 若　林　カヅヨ 79 11.  8
小　木 江積 本　間　ミ　ト 94 10.14
　〃 江積 佐　藤　モ　ト 96 10.15
　〃 小木町 　　山　良　一 84 10.24
　〃 小木 髙　橋　キミ子 88 10.24
　〃 江積 佐　藤　ス　ヱ 82 10.24
　〃 小木堂釜 金　子　末　𠮷 84 10.25
　〃 小比叡 下　野　ハヅ井 93 10.26
羽　茂 羽茂本郷 中　野　千　壽 88 10.18
　〃 羽茂大石 塚　原　マ　ツ 91 10.22
　〃 羽茂滝平 駒　形　秀　雄 73 10.26
　〃 羽茂大崎 天　池　ヒ　サ 97 11.  9
赤　泊 莚場 萬　豆　由　治 68 10.28

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

（るか）
（りゅうき）
（ゆうご）
（いつき）
（りあら）
（ゆうや）
（えいき）
（つむぐ）
（そらと）
（ほのか）
（かほる）
（あおい）
（しんのすけ）
（ゆうた）

（なつき）
（りゅうせい）
（まゆ）
（あおと）
（みお）
（ゆいと）
（まさかず）
（ゆあ）
（こうじ）
（ひな）
（りゅうた）
（まなみ）
（ゆうと）
（ほのか）
（ふうな）
（よしき）

両　津 上横山 市　橋　流　香 繁和 10.  7
　〃 両尾 川　上　竜　生 充 10.11
　〃 梅津 北　　　侑　吾 雅倫 10.24
　〃 秋津 伊　藤　唯　月 恭兵 10.24
相　川 相川石扣町 菱　川　りあら 正年 10.14
　〃 高瀬 佐々木　勇　弥 文芳 10.20
佐和田 窪田 海老名　映　希 知明 10.  6
　〃 石田 高　野　　　紡 純 10.10
　〃 石田 安　藤　昊　翔 秀美 10.11
　〃 青野 井　上　穂音香 龍也 10.19
　〃 山田 湖　屋　かほる 博久 10.22
　〃 河原田諏訪町 岩　﨑　　　葵 量太 10.28
金　井 千種 渡　邉　信之介 絵夢 10.13
　〃 中興 鼻　﨑　悠　太 悟 10.15

新　穂 新穂潟上 渡嘉敷　那　月 有 10.  3
　〃 新穂青木 志　田　琉　聖 幸信 10.15
　〃 新穂 山　口　真　由 政久 10.18
　〃 新穂正明寺 土　屋　碧　斗 聖太 10.23
畑　野 畑野 濱　本　　　澪 貴裕 10.  9
　〃 目黒町 筧　　　由　翔 真彦 10.24
真　野 真野新町 金　子　正　和 正博 9.27
　〃 竹田 中　川　優　愛 修一 10.26
　〃 静平 山　田　幸　蒔 一幸 10.29
　〃 吉岡 宇佐美　陽　奈 俊祐 11.  1
小　木 宿根木 藤　本　琉　太 哲志 10.  8
　〃 小木町 河　野　愛　実 康良 10.16
　〃 小木町 三　好　友　翔 賢一 10.23
羽　茂 羽茂小泊 林　　　帆乃花 洋一 10.14
　〃 羽茂上山田 大　倉　楓　菜 充博 10.14
　〃 羽茂小泊 服　部　芳　輝 輝行 10.21

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）
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環境カレンダーでエコライフチェック

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
火災（建物のみ）防災・防
犯・通行止め・観光イベン
ト情報
アドレス sado@psmail.jp
お問い合わせ 市役所企画振興課
　（情報政策係）　☎63─5139

行政の動きや島内各地の身近な話題を紹介します。
◇チャンネル
　アナログ放送：12ch（小木・羽茂・赤泊地区9ch）
　デジタル放送：112ch
◇毎週月～金曜日　17:00から放送
【再放送】 19:30～、21:00～、22:00～、23:00～、翌日6:30～
※番組表は各支所・公民館・温泉施設等に置いてあります。

◆市役所情報センター室　☎51-2030
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市の面積　855.27㎢（平成20年１０月１日）　市の海岸線280.4km（平成19年3月31日）
■発行・編集　佐渡市役所 総務部総務課秘書室広報広聴係 佐渡市千種232番地　　 ■発行日　平成21年12月10日
　TEL0259（63）3111・FAX0259（63）3300　　ホームページアドレス http://www.city.sado.niigata.jp

　市では、私たちの日常生活でどのくらい温室効果ガス（二酸化炭素
など）が発生しているかを「環境カレンダー」によりチェックする「エコ
ライフチェック運動」を推進します。
　平成22年にこの運動にチャレンジする世帯を募集します。「環境カレ
ンダー」を使って、エコライフ運動に取組んでみましょう！実践状況の
優れた世帯には、表彰・記念品の贈呈を行います。詳しくは環境カレン
ダーをご覧ください。

●カレンダー配布場所
　市役所トキ共生・環境課、各支所・行政サービスセンター　窓口

お問い合わせ  市役所トキ共生・環境課
（環境企画係）☎63-3113

数には限りがあります。
なくなりしだい配布を終了します。なくなりしだい配布を終了します。

写真提供：環境省

参加者募集中！

佐渡市ケーブルテレビ

CNSニュース


